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その他　】 【協働： 】

目的・目標 事業の概要

２.事業の検証

指標名 単位

説明・算定式

活動指標① 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度
目

標

実

績

指標名 単位

説明・算定式

活動指標② 平成

１

17年度 平成18年度

.

平成19年度 平成20

事

年度 平成21年度 平成

業

22年度 平成23年度

の

目

標

実

績

指標名 単位

説

位

明・算定式

成果指標①

置

平成17年度 平成18

付

年度 平成19年度 平成

け

20年度 平成21年度

事

平成22年度 平成23

務

年度
目

標

実

績

指標名 単

事

位

説明・算定式

成果指

業

標② 平成17年度 平成

名

18年度 平成19年度

事

平成20年度 平成21

業

年度 平成22年度 平成

担

23年度
目

標

実

績

当

予

進捗状況
遅れ

算

ている理由

平成19年

科

度の主な取組と成果

平

目

成19年度
の検証結果

事

平成20年度  実施

業

計画事業評価シート 頁

種

管渠築造事業（その２

類

）（継続費）

土木部　

ハ

土木総務課

05－01 ー0201－05010 ド0 ● ○

03 基本目標３

ソ

　　人と自然が調和し

フ

た、やすらぎのあるま

ト

ち
総合計画の

02 ②〈

根

住みごこち〉　人にや

拠

さしい居住空間をつく

法

る
位置付け

02 2 身

令

近な生活環境を充実す

等

る

下水道法

市民

□ □ □

対

□

ポンプ場機能の確保

象

と環境改善を図ること

・

により、市民が安全 ポ

受

ンプ場機能の確保と環

益

境改善のため、汚水路

者

の改修や雨水ポ
で快適

事

に暮らしています。 ン

業

プ用エンジンの電動化

期

を図ります。

雨水ポン

間

プ累計更新数 基

平成2

委

2年度末の更新数（4

託

基）

2 2 3

2

ポンプ場

、

改修進捗率 ％

平成22

協

年度を100％とした

働

雨水ポンプ改修進捗率

【

。
H18年度まで：1

委

3％、H19：5％、

託

H20：28％、H2

：

1：27%、H22：

3

27％

18 46 73

1

セ

8

①：予定どおり

機械

ク

の設計及び製作を行い

・

、翌年度の設置に向け

財

た準備を行った。

Ａ：

団

成果があがった

企業 ＮＰＯ

111571
テキストボックス
下水道整備課

111571
テキストボックス
東部ポンプ場改修事業
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位

9

0.00 0.00 0

施

.25 0.25 0.2

策

5 0.00 0.00

0

へ

.00 0.00 0.0

の

0 0.00 0.00 0

貢

.00 0.00

0 0 2

献

,098 2,098 2

高

,098 0 0

0 0 52

市

,598 337,53

民

3 282,098 0 0

満

● ○ ○ ○ ○ ○ ○

浸水に

足

強いポンプ場とするた

度

め、委託を実施します

を

。

平成１９年度にポン

高

プが浸水したことによ

め

り、エンジン部分を地

る

盤面より上部に設置し

方

ます。

騒音規制などを

策

準拠するため進めてい

業

る工事であり速や
かな

有

完成が望まれます。

効性
継続による成果向上の可能性 低
その他

事業の目的､対象､内容
分 高

受益者負担､補助額
妥当性 中

業務の執行体制(人員配置､業務分担)
低

その他
析

業務プロセス改善による効率化の方策
高

コスト削減の可能性
効率性 中

事業手法(民活の余地､事業形態の検討)
低

その他

今後に向けた課題の分析

３.年度別事業内容・事業費 （単位：千円）

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平

項

成20年度 平成21年

目

度 平成22年度 平成2

分

3年度

決算額 決算額 決

析

算額 予算額 計画額 計画

の

額 計画額

事業内容

国庫

視

支出金
財

県支出金
源

起

点

債
内

その他　特財
訳

一

左

般財源

事業費（A）

執

記

行率（%）

内 職員（人

の

）

訳 再任用（人）

人件

視

費（B）

フルコスト（

点

A+B）

に関

４.今後の事業展

す

開（担当課としての提

る

案）
平成21年度の事

分

業の方向性

現状の規模

析

で継続 拡大して継続 縮

・

小して継続 廃止 休止 終

課

了 他事業と統合

＜判断

題

理由＞

平成21年度の

の

取組方針

課長コメント

抽

■ 市の施設である公共

出

下水道ポンプ場が騒音

総

等の不適合で
●□ あり

合

、周辺住民対策として

評

可能な限り早急に完了

価

する必

■ 要がある。 ○

市

□
■ 法の遵守及び周辺

民

住民対策として有効で

ニ

ある。
●■

□ ○
□
■ 供

ー

用開始後36年経過し

ズ

た施設であり、騒音規

高

制などの不
●

□ 適合が

事

無くても改築の時期に

業

達している。
○

□
○

□

目

■ 不適合解消のため継

的

続事業として実施して

の

いる。
●

□
○

□
○

□

Ｈ

達

19年７月の冠水を教

成

訓に、電気・機械設備

状

の耐水性の向上につい

況

て可能な措置を講じる

必

必要がある。

汚水流出

要

ゲート改汚水流出ゲー

性

ト改雨水ポンプ電動機

市

修・非常用発電機修・

の

非常用発電機設置工事

関

設置工事 設置工事

0 0

与

24,950 156,

の

965 140,000

必

0 0

0 0 57 1,00

要

6 0 0 0

0 0 25,4

性

00 177,400 0

低

0 0

0 0 0 0 0 0 0

0

事

0 93 64 140,0

そ

00 0 0

0 0 50,5

の

00 335,435 2

他

80,000 0 0

0.

上

00 0.00 90.9




